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富山市内における降下物量の分布観測結果I

朴木英治

富山市科学文化センター

はじめに

1989年6月から1991年3月まで行った富山

市内の酸性雨の分布観測結果のうち，分析値

が確定した1990年4月から1991年3月分まで

の分析結果（表3－10）と溶存成分に関する

若干の解析結果を報告する。

データ確定の遅れは，EDTA滴定による

カルシウムイオンとマグネシウムイオンの定

量によるものである。

観測地点は，前資料（朴木1990）で記載

した月岡地区センター，科学文化センター，

萩浦地区センターの3箇所の観測点の他，

1990年5月から1991年3月までは，さらに，

富山湾の海岸線からわずか200m程しか離れ

ていない浜黒崎地区センターでの観測も追加

し，合計4箇所での同時観測となった。

なお，分析方法は前資料と同様である。

この期間の特徴的な気象現象

この期間の観測で見られた特徴的な気象現

象として，9月20日午前3時頃に岐阜・長野

県境を通過した台風19号の影響で，北よりの

暴風雨にみまわれ，富山地方気象台では北北

東の風20.9mを記録し，降り始めからの降水

量は69mmを記録した。

また，冬期（10月～翌年3月，以下同様）

の降雪深さ合計は322cmと平年値433cmの3/4

程度となり，ここ数年の暖冬傾向の中では比

較的多くの降雪を見た。また，lcln以上の積

雪のあった日の合計も55日と，1989年度の29

日，1988年度の18日に比べかなり多かった。

富山地方気象台で観測された降水量は，夏
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期（4月～9月，以下同様）は844mmと比較的

少なかったが，冬期は1343m､lあり，冬期の降

水量は夏期の1.6倍近くにもなった。

降水時の風向

図lは富山地方気象台で観測されたアメダ

スデータから，1m1，1以上の降水のあった時間

のデータを集め，そのデータを基に夏期，冬

期別に作成したウインドローズである。

1990年度夏期の最も頻度の高い風向は，南

で次いで南南西，西北西，西となっている。

この時の上空の風向は，降水中の海塩成分

濃度が非常に低いことから，おそらく地上と

同じように南よりの風と考えられ，水蒸気源

は太平洋と考えることができる。

一方，冬期の最も頻度の高い風向は南南西

で，次いで南西，西南西，南となり，夏期と

|司様に，降水時の地上風は南よりの風となる

場合が多かった。

西高東低の冬型の気圧配置時に平野部の地

上付近で南よりの風が吹くことは，富山県内

の冬の気象の特徴的な現象であるが，上空に

は北西の季節風が吹き，雪雲はこの北西風に

乗って石川県上空を通過し，富山に到達する

と考えられる。

冬型気圧配置時に，上空の北西季節風と地

上付近の南よりの風の境界面の位置がどのよ

うに決められるのかはまだよくわかっていな

いが,数百mから時には10()m台になることも

あり，100m以上の高煙突の排煙が上空の北西

風に乗り，それ以下の煙突の排煙が地上の南

西風に乗って移動する現象も観察される。
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さて，1990年度の降水時のウインドローズ

と，他の年のそれとを比較してみると，1988

年の夏期では北北東～北東方向の風と南西方

向の風の頻度が高い。同様に，1989年夏期は

北北東と西南西～西の風の頻度が高い。

冬期での比較では，1988年度は大きくみれ

岡地区センターの位置でも，冬期の1ヵ月分

にも相当する量がわずか1日ほどの間に沈着

した。

海塩成分は海岸線に近づくほど多くなり，

汀線からわずか20()m程しか離れていない浜

黒崎では，冬期半年分に相当する沈着量が観

測され，1m蝋あたりのナトリウムイオン沈着

量は5,000mgを越えた。

これは，台風が通過する短時間の間に，，

nfあたりに海水500ミリリットルを散布した

量に匹敵する。これについては朴木1993でも

若干報告してある。

冬期N

蕊
1988年便

2）硫酸イオン

硫酸イオンの内，海水からの寄与分を差し

引いたex．S012－が酸性雨に関わる成分の一

つである。

ex・SOI2－の沈着量は，全般に夏期に比べ

て冬期に多い傾向が見られたものの，平均濃

度で比較すると夏期と冬期の差が大きかった

のは科学文化センターだけであった。他の観

測点は夏期と冬期の濃度差は大きくはなく，

月岡では冬期の平均濃度の方が逆に低かった。

解EW
1989年庇

黙 漁』
1990年度

図一l降水時のウインドローズ

表l降水中のex,SO42-の平均濃度（mg/l〉

と湿性沈着量（ing/､f/6monthoryear）
ば南西方向が主であるが，1990年と若干違う

ところは北東よりの風の頻度がやや高い。

1989年度も同様である。 平均濃度月岡科文萩浦浜黒|崎
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イオン成分の沈着量の特徴

1）海塩成分

まず，9月の台風19号による影響として，

大量の風送塩が富山湾から内陸部に向かって

供給された。

このため，ナトリウムイオンや塩化物イオ

ンなどの海塩成分は，科学文化センターや月

沈着量月岡科文萩浦浜黒崎
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萩浦，浜黒崎（5月から観測）でも，夏期

と冬期の平均濃度の差は大きくはなく，冬期

に沈着量の多くなる原因は単に降水量の違い

だけでも説明できる年であった。

夏期の比較では，工場地帯から最も離れた

月岡での値を100とした場合,工場地帯にある

萩浦では，降水中の平均濃度が160となり，沈

着量は130となる。

冬期はこの比率がさらに大きくなり，月岡

を100とした場合，萩浦では，平均濃度が174？

沈着量は169となる。

さて，前資料（朴木1990）の1989年度の

結果と比べて見ると，1990年度の方が，ex，

SO42‐の沈着量は少なく，降水中平均濃度も

低くなっている。また，月岡を100とした場合

の沈着量の比較では，最も沈着量が多かった

科学文化センターが130で,地域差も少なかっ

た。

しかし，ex・SO42－の湿性沈着量は工場地

帯に位置した萩浦や市街地の科学文化センタ

ーで多いことは，共通しており，観測点の位

置によっては，近くの排出源からの影響が無

視できないことを示している。

これらの各観測点のデータのどれもが富山

市内の状況を示すデータではあるが，ex・

SO42‐の沈着量の場合，観測点の位置による

違いは無視できない程度に大きく，どれか，

力所だけのデータを市内全域の代表値として

使用するには問題が多い。できれば市街地と

郊外の2箇所以上のデータの併記が望ましい

のではないかと考えられる。

また，冬期に話題となるexSO42‐の長距

離輸送の問題の解明に際しては，市街地や工

場地帯に位置する観測点のデータでは近くの

排出源の影響が大きく，解析が困難と考えら

れる。

さて，図2は月毎の採水量に対するex

SO42-の沈着量をプロットしたもので，各地

点ともその沈着量は降水量に依存する傾向が

見られる○月岡では，夏期に比べて冬期の方

が傾きが大きいが，そのほかの地点では違い

がよく見えない。

硝酸イオン

酸性雨のもう一つの原因物質である硝酸イ

オンについて，降水中の平均濃度を夏期，冬

期別に比較したものが表2である。

各調査地点とも，夏期の濃度が高く，冬期
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に低い。

また，沈着量の比較では，郊外の月岡で夏

期に他の地点よりも多く沈着した。これは，

月岡での濃度が若干高かったことと，降水量

が他よりも多いことが原因である。

表2降水中の硝酸イオンの平均濃度(､g/l》

と湿性沈着量（mg/㎡/6monthoryear）

平均濃度月岡科文萩浦浜黒崎
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富山市内における降下物量の分布観測結果II
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